
第５６１号 ２０１７年（平成２９年）６月１５日ニ　ュ　ー　ス　専　修 （8）

資金収支計算書
平成28年4月1日から平成29年3月31日まで （単位 円）

　収　入　の　部

科　　　　目 予　　　算 決　　　算 差　　　異

学生生徒等納付金収入 20,692,213,000 20,707,945,265 △    15,732,265

手 数 料 収 入 930,909,000 1,052,417,618 △   121,508,618

寄 付 金 収 入 500,000,000 163,802,049 336,197,951

補 助 金 収 入 889,159,000 827,480,752 61,678,248

国 庫 補 助 金 収 入 876,361,000 814,372,853 61,988,147

地方公共団体補助金収入 12,798,000 12,807,899 △         9,899

学術研究振興資金収入 0 300,000 △       300,000

資 産 売 却 収 入 200,000,000 28,043 199,971,957

付随事業・収益事業収入 648,937,000 646,517,407 2,419,593

受取利息・配当金収入 36,856,000 59,823,767 △    22,967,767

雑 収 入 942,293,000 983,386,437 △    41,093,437

借 入 金 等 収 入 900,000,000 900,000,000 0

前 受 金 収 入 3,857,210,000 4,234,822,000 △   377,612,000

そ の 他 の 収 入 561,827,000 636,323,783 △    74,496,783

資 金 収 入 調 整 勘 定 △ 5,196,242,000 △ 5,238,197,558 41,955,558

当 年 度 収 入 合 計 24,963,162,000 24,974,349,563 △    11,187,563

前 年度繰越支払資金 6,733,298,453 6,733,298,453

収 入 の 部 合 計 31,696,460,453 31,707,648,016 △    11,187,563

　支　出　の　部

科　　　　目 予　　　算 決　　　算 差　　　異

人 件 費 支 出 14,934,907,000 14,927,703,071 7,203,929

教 育 研 究 経 費 支 出 5,194,849,000 5,046,855,805 147,993,195

管 理 経 費 支 出 1,541,179,000 1,574,979,526 △    33,800,526

借 入 金 等 利 息 支 出 0 0 0

借 入 金 等 返 済 支 出 61,130,000 61,130,000 0

施 設 関 係 支 出 2,719,240,000 2,614,925,541 104,314,459

設 備 関 係 支 出 429,187,000 469,312,443 △    40,125,443

資 産 運 用 支 出 660,080,000 460,016,711 200,063,289

そ の 他 の 支 出 1,302,513,000 1,274,953,471 27,559,529

［ 予　 備　 費 ］
(　　　　0) 
150,000,000

150,000,000

資 金 支 出 調 整 勘 定 △ 1,529,780,000 △ 1,561,295,938 31,515,938

当 年 度 支 出 合 計 25,463,305,000 24,868,580,630 594,724,370

翌 年度繰越支払資金 6,233,155,453 6,839,067,386 △   605,911,933

支 出 の 部 合 計 31,696,460,453 31,707,648,016 △    11,187,563

教
育
活
動
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

科　　　　目 予　　　算 決　　　算 差　　　異

学生生徒等納付金 20,692,213,000 20,707,945,265 △   15,732,265

手 数 料 930,909,000 1,052,417,618 △  121,508,618

寄 付 金 200,000,000 151,607,549 48,392,451

経常費等補助金 867,182,000 806,934,552 60,247,448

国 庫 補 助 金 854,384,000 793,826,653 60,557,347

地方公共団体補助金 12,798,000 12,807,899 △        9,899

学術研究振興資金 0 300,000 △      300,000

付 随 事 業 収 入 648,937,000 646,517,407 2,419,593

雑 収 入 942,293,000 983,386,437 △   41,093,437

教育活動収入計 24,281,534,000 24,348,808,828 △   67,274,828

事
業
活
動 

支
出
の
部

人 件 費 14,870,860,000 14,851,460,395 19,399,605

教 育 研 究 経 費 7,453,525,000 7,315,574,201 137,950,799

管 理 経 費 1,762,307,000 1,796,890,734 △   34,583,734

徴 収 不 能 額 等 0 0 0

教育活動支出計 24,086,692,000 23,963,925,330 122,766,670

教育活動収支差額 194,842,000 384,883,498 △  190,041,498

教
育
活
動
外
収
支

事
業
活
動

収
入
の
部

受取利息･配当金 36,856,000 59,823,767 △   22,967,767

その他の教育活動外収入 0 0 0

教育活動外収入計 36,856,000 59,823,767 △   22,967,767

事
業
活
動

支
出
の
部

借 入 金 等 利 息 0 0 0

その他の教育活動外支出 0 0 0

教育活動外支出計 0 0 0

教育活動外収支差額 36,856,000 59,823,767 △   22,967,767

経常収支差額 231,698,000 444,707,265 △  213,009,265

特
別
収
支

事
業
活
動

収
入
の
部

資 産 売 却 差 額 0 0 0

その他の特別収入 472,077,000 205,515,190 266,561,810

施設設備補助金 21,977,000 20,546,200 1,430,800

その他の特別収入 450,100,000 184,968,990 265,131,010

特 別 収 入 計 472,077,000 205,515,190 266,561,810

事
業
活
動

支
出
の
部

資 産 処 分 差 額 19,481,000 170,276,772 △  150,795,772

その他の特別支出 0 0 0

特 別 支 出 計 19,481,000 170,276,772 △  150,795,772

特 別 収 支 差 額 452,596,000 35,238,418 417,357,582

[ 予  　 備　  費 ]
(　　　　0) 
150,000,000

150,000,000

基本金組入前当年度収支差額 534,294,000 479,945,683 54,348,317

基 本 金 組 入 額 合 計 △ 2,884,655,000 △ 1,642,834,001 △1,241,820,999

当 年 度 収 支 差 額 △ 2,350,361,000 △ 1,162,888,318 △1,187,472,682

前 年 度 繰 越 収 支 差 額 △33,542,564,000 △33,542,563,812 △          188

基 本 金 取 崩 額 0 0 0

翌 年 度 繰 越 収 支 差 額 △35,892,925,000 △34,705,452,130 △1,187,472,870

(参考)

事 業 活 動 収 入 計 24,790,467,000 24,614,147,785 176,319,215

事 業 活 動 支 出 計 24,256,173,000 24,134,202,102 121,970,898

備考 １．教育活動収支の事業活動収入の部「寄付金」は施設設備寄付金を除く。
　　　 ２．教育活動収支の事業活動支出の部「人件費」には退職給与引当金繰入額を含
　　　　　 み、「教育研究経費」と「管理経費」には、それぞれ減価償却額を含む。

事業活動収支計算書
平成28年4月1日から平成29年3月31日まで （単位 円）

　
収
入
の
部
で
は
、
当
年
度
収

入
合
計
が
予
算
比
０
・
04
％
増

の
２
４
９
億
７
４
３
４
万
円

（
前
年
度
比
で
は
６
・
54
％
の

減
）
と
な
り
、
前
年
度
繰
越
支

払
資
金
を
加
え
た
収
入
の
部
合

計
で
は
、
予
算
比
０
・
04
％
増

の
３
１
７
億
７
６
４
万
円
と
な

っ
て
い
る
（
前
年
度
比
で
は
５

・
08
％
の
減
）。

　
支
出
の
部
で
は
、
当
年
度
支

出
合
計
が
予
算
比
２
・
34
％
減

の
２
４
８
億
６
８
５
８
万
円

（
前
年
度
比
で
は
６
・
76
％
の

減
）
で
、
翌
年
度
繰
越
支
払
資

金
は
、
翌
年
度
の
収
入
と
な
る

前
受
金
収
入
を
含
み
68
億
３
９

０
６
万
円
と
な
っ
て
い
る
（
前

年
度
比
で
は
１
・
57
％
の
増
）。

（
１
）
収
入
の
部

　
①
学
生
生
徒
等
納
付
金
収
入

は
、予
算
比
０
・
08
％
増
の
２
０

７
億
７
９
４
万
円
（
前
年
度
比

で
は
３
・
04
％
の
増
）。
最
終
在

籍
者
数
が
専
修
大
学
で
１
万
８

９
１
４
人
、
石
巻
専
修
大
学
で

１
１
１
５
人
と
な
り
、
全
体
で

は
２
万
29
人
。
最
終
在
籍
者
数

は
、前
年
度
と
比
べ
、全
体
で
１

０
１
人
の
増
と
な
っ
て
い
る
。

　
②
手
数
料
収
入
は
、
予
算
比

13
・
05
％
増
の
10
億
５
２
４
１

万
円
（
前
年
度
比
で
は
５
・
45

％
の
増
）。
こ
の
う
ち
、
入
学

検
定
料
収
入
は
、
予
算
比
13
・

60
％
増
の
10
億
１
６
１
４
万
円

（
前
年
度
比
で
は
５
・
76
％
の

増
）。
入
学
志
願
者
数
が
予
算

と
比
べ
専
修
大
学
で
５
９
６
０

人
の
増
、
石
巻
専
修
大
学
で
36

人
の
増
と
な
っ
て
い
る
。

　
③
寄
付
金
収
入
は
、
予
算
比

67
・
24
％
減
の
１
億
６
３
８
０

万
円
（
前
年
度
比
で
は
38
・
10

％
の
減
）。
専
修
大
学
創
立
１

４
０
年
・
石
巻
専
修
大
学
創
立

30
年
記
念
事
業
募
金
の
募
集
を

行
っ
て
い
る
。

　
④
補
助
金
収
入
は
、
予
算
比

６
・
94
％
減
の
８
億
２
７
４
８

万
円
（
前
年
度
比
で
は
49
・
42

％
の
減
）。
こ
の
う
ち
、
国
庫
補

助
金
収
入
は
、予
算
比
７
・
07
％

減
の
８
億
１
４
３
７
万
円
（
前

年
度
比
で
は
49
・
82
％
の
減
）。

内
訳
は
、
経
常
費
補
助
金
が
７

億
９
３
５
７
万
円
（
前
年
度
比

で
は
47
・
45
％
の
減
）、教
育
研

究
装
置
補
助
金
が
１
２
８
７
万

円
、
大
学
改
革
推
進
等
補
助
金

が
25
万
円
、
省
エ
ネ
・
生
産
性

革
命
投
資
推
進
事
業
補
助
金
が

１
９
１
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
⑤
資
産
売
却
収
入
は
、
予
算

比
99
・
99
％
減
の
２
万
円
（
前

年
度
比
で
は
99
・
76
％
の
減
）。

こ
の
う
ち
、
設
備
売
却
収
入

は
、
車
両
の
売
却
で
２
万
円
。

　
⑥
付
随
事
業
・
収
益
事
業
収

入
は
、
予
算
比
０
・
37
％
減
の

６
億
４
６
５
１
万
円
（
前
年
度

比
で
は
０
・
91
％
の
増
）。
差

異
は
、
箱
根
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

他
利
用
者
及
び
Ｓ
Ｐ
Ｉ
試
験
対

策
講
座
受
講
者
の
減
、
石
巻
専

修
大
学
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
ハ
ウ

ス
寮
費
等
の
減
に
よ
る
。

　
⑦
受
取
利
息
・
配
当
金
収
入

は
、
予
算
比
62
・
32
％
増
の
５

９
８
２
万
円
（
前
年
度
比
で

は
43
・
58
％
の
減
）。
こ
の
う

ち
、
そ
の
他
の
受
取
利
息
・
配

当
金
収
入
は
、
予
算
比
65
・
53

％
増
の
５
９
６
４
万
円
（
前
年

度
比
で
は
39
・
69
％
の
減
）。

　
⑧
雑
収
入
は
、
予
算
比
４
・

36
％
増
の
９
億
８
３
３
８
万
円

（
前
年
度
比
で
は
31
・
05
％
の

増
）。
差
異
は
、
大
学
施
設
等

の
貸
出
、
退
職
金
財
団
交
付

金
、
科
学
研
究
費
補
助
金
の
間

接
経
費
等
の
増
。

　
⑨
借
入
金
等
収
入
は
、
予
算

ど
お
り
で
９
億
円
。
生
田
２
・

３
号
館
の
建
築
資
金
と
し
て
の

長
期
借
入
金
。

　
⑩
前
受
金
収
入
は
、
平
成
29

年
度
入
学
者
の
入
学
手
続
時
に

お
け
る
納
入
学
費
（
翌
年
度
の

学
生
生
徒
等
納
付
金
収
入
と
な

る
。）で
、42
億
３
４
８
２
万
円
。

　
⑪
そ
の
他
の
収
入
は
、
前
期

末
未
収
入
金
収
入
、
貸
付
金
回

収
収
入
、
預
り
金
受
入
収
入
、

敷
金･

保
証
金
回
収
収
入
で
６

億
３
６
３
２
万
円
。ま
た
、資
金

収
入
調
整
勘
定
（
収
入
の
振
替

控
除
科
目
）
は
、期
末
未
収
入
金

及
び
前
期
末
前
受
金
で
52
億
３

８
１
９
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

（
２
）
支
出
の
部

　
①
人
件
費
支
出
は
、
予
算
比

０
・
05
％
減
の
１
４
９
億
２
７

７
０
万
円
（
前
年
度
比
で
は
２

・
44
％
の
増
）。
臨
時
雇
員
等
の

採
用
減
、
産
休
者
等
増
に
よ
る

本
給
、
諸
手
当
等
の
減
及
び
退

職
金
の
増
等
を
含
ん
で
い
る
。

　
②
教
育
研
究
経
費
支
出
は
、

予
算
比
２
・
85
％
減
の
50
億
４

６
８
５
万
円
（
前
年
度
比
で
は

４
・
56
％
の
減
）。
予
算
比
増

減
の
主
な
も
の
の
決
算
額
、
要

因
等
は
以
下
の
と
お
り
。

・
消
耗
品
費
支
出
‥
３
億
９
５

８
６
万
円
（
４
５
８
１
万
円
の

減
）

　
教
員
個
人
研
究
費
、
受
託
研

究
費
、
各
種
課
外
講
座
教
材

費
、
証
明
書
自
動
発
行
機
用
ト

ナ
ー
、
教
育
用
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
、
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｌ
教
室
自
習
用
教

材
、
生
田
２
・
３
号
館
設
備
品

科
目
振
替
、
石
巻
専
修
大
学
学

生
実
験
用
消
耗
品
購
入
額
等
の

減・
光
熱
水
費
支
出
‥
５
億
７
７

１
３
万
円
（
５
１
６
３
万
円
の

減
）

　
電
気
料
金
、
ガ
ス
料
金
、
重

油
使
用
量
、
水
道
料
金
の
減

・
旅
費
交
通
費
支
出
‥
２
億
３

２
２
６
万
円
（
１
１
０
３
万
円

の
減
）

　
出
張
旅
費
、
在
外
研
究
旅

費
、
石
巻
専
修
大
学
教
員
個
人

研
究
費
旅
費
等
の
減

・
研
究
図
書
費
支
出
‥
５
９
９

４
万
円（
１
１
０
４
万
円
の
減
）

　
教
員
個
人
研
究
費
、
研
究
助

成
費
等
の
減

・
奨
学
費
支
出
‥
５
億
３
１
８

万
円
（
１
０
６
７
万
円
の
減
）

　
家
計
急
変
奨
学
金
、
育
友
会

奨
学
金
等
の
減

・
修
繕
費
支
出
‥
１
億
７
４
５

４
万
円（
２
２
６
２
万
円
の
増
）

　
神
田
校
舎
誘
導
灯
バ
ッ
テ
リ

ー
交
換
、
神
田
８
号
館
法
科
大

学
院
自
習
室
空
調
機
修
理
、
生

田
１
号
館
教
室
高
窓
ガ
ラ
ス
修

理
、
生
田
２
・
３
号
館
新
築
に

伴
う
関
連
工
事
、
生
田
５
号
館

研
究
室
空
調
機
修
理
、
生
田
図

書
館
特
別
書
庫
空
調
機
・
蒸
気

加
湿
器
修
理
、
生
命
科
学
実
験

室
空
調
機
他
修
理
、
生
理
学
実

験
室
乳
酸
測
定
装
置
修
理
、

生
田
総
合
体
育
館
ボ
イ
ラ
ー

圧
縮
調
節
器
修
理
、
伊
勢
原
体

育
施
設
雨
天
体
育
場
照
明
器
具

修
理
、
石
巻
専
修
大
学
１
号
館

実
験
室
空
調
機
及
び
給
湯
器
修

理
、
４
号
館
教
室
黒
板
及
び
空

調
機
修
理
等
の
増

・
委
託
費
支
出
‥
13
億
９
８
６

５
万
円（
２
０
６
１
万
円
の
減
）

　
公
務
員
試
験
講
座
等
各
種
課

外
講
座
委
託
費
、
図
書
整
理
業

務
委
託
費
、
教
育
事
務
所
管
人

材
派
遣
業
務
委
託
費
、
石
巻
専

修
大
学
受
託
研
究
費
、
教
員
個

人
研
究
費
、
新
入
生
基
礎
学
力

判
断
テ
ス
ト
委
託
費
、
学
生
自

宅
通
学
サ
ポ
ー
ト
バ
ス
運
行
委

託
費
等
の
減

・
謝
礼
費
支
出
‥
１
億
５
８
６

万
円
（
１
６
０
９
万
円
の
減
）

　
各
種
講
座
講
師
謝
礼
費
、
授

業
科
目
外
部
講
師
謝
礼
費
、
教

育
実
習
謝
礼
費
等
の
減

　
③
管
理
経
費
支
出
は
、
予
算

比
２
・
19
％
増
の
15
億
７
４
９

７
万
円
（
前
年
度
比
で
は
２
・

28
％
の
減
）。

　
予
算
比
増
減
の
主
な
も
の
の

決
算
額
、
要
因
等
は
以
下
の
と

お
り
。

・
光
熱
水
費
支
出
‥
９
４
２
１

万
円
（
１
１
３
６
万
円
の
減
）

　
電
気
料
金
、
ガ
ス
料
金
、
重

油
使
用
量
、
水
道
料
金
の
減

・
修
繕
費
支
出
‥
３
６
８
４
万

円
（
１
０
１
５
万
円
の
増
）

　
生
田
２
・
３
号
館
新
築
に
伴

う
関
連
工
事
、
生
田
食
堂
棟
男

子
ト
イ
レ
修
理
、
生
田
学
生
食

堂
製
氷
機
・
給
湯
器
・
冷
蔵
庫

修
理
等
の
増

・
委
託
費
支
出
‥
５
億
９
０
７

万
円
（
３
７
４
３
万
円
の
増
）

　
生
田
２
・
３
号
館
新
築
に
伴

う
関
連
費
用
、
入
学
ガ
イ
ド
等

発
送
委
託
費
、
入
試
志
願
処
理

外
部
委
託
費
、
Ｗ
ｅ
ｂ
出
願
処

理
外
部
委
託
費
、
ホ
ー
ム
カ
ミ

ン
グ
デ
ー
設
営
他
委
託
費
、
石

巻
専
修
大
学
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

出
願
シ
ス
テ
ム
導
入
等
の
増

事
業
報
告
概
要

　
学
校
法
人
専
修
大
学
の
平

成
28
年
度
事
業
報
告
・
決
算

は
、
５
月
24
日
開
催
の
理
事

会
・
評
議
員
会
で
承
認
さ

れ
、
確
定
し
た
。

　
本
法
人
は
、
21
世
紀
ビ
ジ

ョ
ン
「
社
会
知
性
の
開
発
」

を
達
成
す
る
た
め
に
、「
学

生
を
基
本
に
据
え
た
大
学
づ

く
り
」
を
大
学
運
営
の
基
本

理
念
に
掲
げ
、
社
会
の
屋
台

骨
を
支
え
る
有
為
な
人
材
の

育
成
に
努
め
る
と
と
も
に
、

骨
太
の
大
学
改
革
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
さ
ら
に
専
修
大

学
創
立
１
４
０
周
年
・
石
巻

専
修
大
学
創
立
30
周
年
を
迎

え
る
向
こ
う
５
年
間
（
平
成

28
年
度
か
ら
平
成
32
年
度
）

は
、「
確
た
る
大
学
基
盤
の

整
備
」
を
指
針
に
据
え
、
七

つ
の
事
業
領
域
（
教
育
、
研

究
、
学
生
支
援
、
グ
ロ
ー
バ

ル
、
入
試
、
社
会
連
携
、
経

営
・
財
務
）
を
中
心
に
中
期

的
な
視
点
で
到
達
目
標
を
設

定
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に

よ
り
、
毎
年
度
事
業
実
績
の

検
証
及
び
次
年
度
に
向
け
た

改
善
を
行
っ
て
、
来
る
べ
き

学
校
法
人
専
修
大
学
創
立
１

５
０
年
に
向
け
て
、
大
学
基

盤
の
整
備
を
推
進
す
る
。

　
専
修
大
学
は
、
魅
力
あ
る

教
育
研
究
環
境
を
再
構
築
す

べ
く
、
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
を

推
進
し
た
。
生
田
キ
ャ
ン
パ

ス
で
は
、
平
成
28
年
12
月

に
、
大
学
院
・
社
会
知
性
開

発
研
究
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と

し
た
３
号
館
と
学
生
の
ア
ク

テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
能

動
的
学
修
）
空
間
を
中
心
と

す
る
２
号
館
が
完
成
し
た
。

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
靖

国
通
り
新
校
舎
建
設
の
基
本

計
画
策
定
を
進
め
る
と
と
も

に
、
あ
わ
せ
て
既
存
校
舎
の

改
修
工
事
も
進
め
る
。

　
教
育
領
域
で
は
、
全
学
部

・
学
科
に
お
け
る
三
つ
の
ポ

リ
シ
ー
を
策
定
し
た
。
ま

た
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ

ン
グ
の
手
法
を
取
り
入
れ
た

授
業
を
全
学
的
に
展
開
す
る

た
め
、
朝
日
ネ
ッ
ト
が
提
供

す
る
「respon

」
シ
ス
テ
ム

の
導
入
を
決
定
し
、
平
成
29

年
４
月
か
ら
利
用
し
て
い

る
。
文
学
部
及
び
経
営
学
部

に
お
い
て
は
、
平
成
31
年
４

月
に
学
科
を
改
組
し
新
学
科

を
開
設
す
る
予
定
で
あ
る
。

大
学
院
で
は
、
商
学
研
究
科

に
お
い
て
、
社
会
的
な
要
請

の
広
が
り
に
対
応
す
る
た

め
、
平
成
30
年
度
入
学
試
験

か
ら
博
士
後
期
課
程
に
お
け

る
社
会
人
入
学
試
験
制
度
が

導
入
さ
れ
る
。

　
研
究
領
域
で
は
、
平
成
28

年
度
科
学
研
究
費
助
成
事
業

の
新
規
課
題
採
択
率
は
40
・

３
％
と
な
っ
た
。
こ
の
採
択

率
は
、
新
規
応
募
件
数
が
50

件
以
上
の
研
究
機
関
中
、
私

立
大
学
で
は
３
位
で
あ
る
。

　
入
試
領
域
で
は
、
大
学
入

試
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
入
学

試
験
及
び
一
般
入
学
試
験
の

志
願
者
数
合
計
が
前
年
と
比

較
し
て
７
９
２
６
名
増
加
の

４
万
４
４
６
２
名
と
な
り
、

特
別
入
試
を
含
め
る
と
４
万

７
２
８
８
名
と
な
っ
た
。

　
石
巻
専
修
大
学
は
、
平
成

29
年
度
に
導
入
し
た
新
た
な

学
士
課
程
教
育
を
具
現
す
る

た
め
、「
い
し
の
ま
き
学
」

や
「
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
・
ス
キ

ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
Ｆ
Ｓ

Ｐ
）
講
座
」
を
開
講
し
、

「
学
科
間
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
を
導
入
す
る
な

ど
、
新
た
な
試
み
を
取
り
入

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
ら

に
、
全
学
共
通
科
目
と
し

て
キ
ャ
リ
ア
教
育
科
目
「
キ

ャ
リ
ア
設
計
」、「
キ
ャ
リ
ア

開
発
」
及
び
「
キ
ャ
リ
ア
研

究
」
を
設
置
す
る
こ
と
を
決

定
し
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充

実
を
図
っ
た
。
ま
た
、
私
立

大
学
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

事
業
に
「
震
災
復
興
か
ら
地

域
資
源
の
新
結
合
に
よ
る
産

業
創
出
へ
｜
草
葉
起
源
に
よ

る
内
水
面
養
殖
業
の
創
出

｜
」
が
採
択
さ
れ
た
。

　
石
巻
専
修
大
学
と
高
校
と

企
業
等
の
３
者
が
連
携
す
る

特
徴
的
な
取
り
組
み
で
あ

る
高
大
産
連
携
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
お
い
て
は
、
平
成

28
年
度
に
は
、「Code 

for 

Ishinomaki2016

」、「
石
巻

地
域
３
者
連
携
も
の
づ
く
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
及
び
「
高

大
産
連
携
に
よ
る
ラ
ジ
オ
放

送
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
三

つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進

し
た
。（
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

平成28年度決算概要

学校法人専修大学

１

資
金
収
支
計
算
書


